
２／16（月）15時の行事

報道発表資料の配付日時 ２月10日（火）15時00分

発 表 項 目 令和８年度(2026年度)胆振総合振興局独自事業記者会見の開催について

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

このことについて、次のとおり実施します。

概 要 記

１ 日 時

令和８年(2026年)２月16日（月）15：00～

２ 会 場

むろらん広域センタービル ４階 会議室

（室蘭市海岸町１丁目４番１号）

３ 出席者

胆振総合振興局長 牧野 充 ほか

４ 内 容（予 定）

・令和８年度(2026年度)独自事業の概要

・質疑応答

参 考

報 道 ( 取 材 ) 取材を希望される場合は、13日(金)17:00までに次の連絡先まで、

に 当 た っ て ご連絡ください。

の お 願 い （連絡先：地域政策課地域政策係 0143‐24‐9567）

他 の ク ラ ブ 同 時 配 付 (場所)

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 胆振総合振興局地域創生部地域政策課 課長 西﨑 拓也

（ 連 絡 先 ） ＴＥＬ ダイヤルイン 0143－24－9506



振興局独自事業等の概要

令和８年度（2026年度）

令和８年２月16日

北海道胆振総合振興局



地域産業の持続的な発展や活力あふれる地域づくり

６つの施策

①いぶり人材育成・産業活性化推進事業

人材育成 観光
②広域周遊ルート構築事業
③観光客広域移動利便性向上実証事業
④持続可能な周遊観光促進事業
⑤いぶり観光・教育旅行誘致促進事業

⑧いぶり五大遺産等地域資源
魅力発信事業

いぶり五大遺産

⑨いぶり暮らし・交流促進事業
⑩日本海溝・千島海溝周辺海溝型
地震対策事業

地域づくり
⑦「ゼロカーボン北海道」 実現のための
胆振アクション -2026-

ゼロカーボン

⑥いぶり・食ブランド推進事業

食ブランド

１
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２

広域周遊ルート構築事業

Ｒ８予算総額 43,085 千円 （Ｒ７予算総額 19,685 千円）

１ いぶり人材育成・産業活性化推進事業

３ 観光客広域移動利便性向上実証事業

４ 持続可能な周遊観光促進事業

５ いぶり観光・教育旅行誘致促進事業

６ いぶり・食ブランド推進事業

７ 「ゼロカーボン北海道」 実現のための胆振アクション -2026-

令和８年度振興局独自事業等一覧

８ いぶり五大遺産等地域資源魅力発信事業

９ いぶり暮らし・交流促進事業

10 日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震対策事業

地域観光振興事業（宿泊税活用）

地域観光振興事業（宿泊税活用）

地域観光振興事業（宿泊税活用）

人材
育成

観光

観光

観光

観光



○ 高校生向け林業現場見学会や林業事業体育成セミナーの開催

いぶり人材育成・産業活性化推進事業

Ｒ８予算額 8,967 千円 （Ｒ７予算額 3,968 千円）

２３

いぶりで

働こう！

○ 外国人材受入促進セミナーの開催

外国人材の受入に向けた機運の醸成や受入環境整備を促進するため、セミ

ナーを開催するとともに、現地と参加企業がライブ中継で情報交換会を実施

○ スマート農業普及に向けた研修会

農業の省力化を推進するため、スマート農業に関する研修会や意見交換会

を実施

○ ものづくりDXフェアの開催

ものづくり企業等を対象に、DXの進め方や事例を学ぶセミナー、デジタル

機器やサービスの展示、DX関連事業のピッチイベントなどを行うフェアを開催

１

○ 漁労活動効率化への支援

漁労活動の省力化・省人化ロボット等開発のため大学・メーカー等と漁業者

のマッチング

○ ものづくりアイデアアワードの開催

ものづくり企業に対する興味関心を高め、担い手づくりへと繋げるため、学生の

アイデアと管内企業をマッチングし、アイデアを形にする「ものづくりアイデアアワー

ド」を開催

高校生を対象とした林業の現場見学会や林業事業体を対象としたセミナー

を開催

■ 漁労活動効率化への支援

道の地域振興施策への活用を目的として

企業版ふるさと納税の寄附をいただきました。

株式会社合同資源からの

寄附金3,000千円を充当

■ ものづくりアイデアアワード



広域周遊ルート構築事業

Ｒ８予算額 15,120千円

２４

２

誘客の競争が激化する中、高度化・多様化する観光客のニーズを

的確にとらえ、戦略的なプロモーションを行うため、マーケティング調査

を実施

■ 広域周遊ルート創出（イメージ）
○ マーケティング調査

○ 広域周遊ルート創出

むかわ町の博物館、白老町のウポポイなど通過型観光地も多いこと

から、登別温泉や洞爺湖温泉といった滞在型観光地と一体となった

誘客、観光コンテンツの強化のため、マーケティング調査を踏まえなが

ら広域周遊ルートを創出し、旅行会社などを招聘したモニターツアー

を実施

○ 戦略的なプロモーション

マーケティングに基づき設定したターゲットに対し、モニターツアーで取り

扱った観光コンテンツや広域周遊ルート等の認知度向上を図るため、

効果的なプロモーションを実施

地域観光振興事業（宿泊税活用）



観光客広域移動利便性向上実証事業

Ｒ８予算額 4,280 千円

２５

３

○ ニセコ発着ウポポイへのバスツアーの実施（後志と連携）

後志管内や胆振管内の観光拠点（ニセコ・洞爺湖など）から

周辺観光地（ウポポイ等）への周遊バスの運行実証や情報発信

により、旅の安全・安心の確保とともに、ニセコエリアからの誘客促進

と地域偏在の解消に向けた効果検証を実施

■ 胆振・後志との連携

○ スポーツ大会やイベント等に合わせたバスツアーの実施

スポーツ大会やイベント等と周辺観光地を組み合わせた周遊バス

の運行実証により、誘客に向けた効果検証を実施

地域観光振興事業（宿泊税活用）

※画像は、公益財団法人 アイヌ民族文化財団より提供

胆振

後志



２６

持続可能な周遊観光促進事業４

Ｒ８予算額 2,000 千円

後志・胆振地域の観光関係者と意見交換を行い、

観光資源を磨き上げるとともに、地域公共交通機関を活用した

モデルルートやガイドマップを作成

○ 地域交通を活用した周遊観光推進事業（後志と連携）

地域観光振興事業（宿泊税活用）

いぶり観光・教育旅行誘致促進事業５

○ 教育旅行誘致や国内向けプロモーション

胆振の教育旅行コンテンツの発信や地域と連携したプロモーション

をはじめ、道外からの観光客の誘客促進のため、パンフレット等の

作成・配付や旅行博への出展を通じたPRを実施

■ 教育旅行

Ｒ８予算額 2,784 千円 （Ｒ７予算額 4,706 千円）

■ ガイドマップ



２７

Ｒ８予算額 2,767 千円 （Ｒ７予算額 2,747 千円）いぶり・食ブランド推進事業６

■ 農産物を活用した食育授業等

○ いぶりフェアの開催（札幌、道外）

いぶりの食の魅力を発信するため、札幌（どさんこプラザ札幌店）、

道外で「いぶりフェア」を開催

○ お魚の消費拡大に向けた地元食材PR

北斗文化学園や漁協と協力して、胆振管内の住民向けに「お魚

クッキングスクール（料理教室）」を開催

○ 農産物を活用した食育授業等の実施

地産地消を推進するため、学校や消費者を対象に食育授業等を実施

○ いぶり商談フェアの開催

ワイン生産者と販売者等を結びつけ、胆振産ワインの認知度向上

と多様な販路確保を図るため、視察会や試飲会を開催

○ 生産者研修会等の実施

ワイン用ぶどうや有機農産物等について、生産基盤の強化を図り、

魅力向上へ繋げるため、生産者を対象とした研修会等を実施

■ いぶり商談フェア



「ゼロカーボン北海道」 実現のための胆振アクション -2026-

Ｒ８予算額 1,756 千円 （Ｒ７予算額 3,147 千円）

２８

７

○ レッドイーグルス北海道との連携

森林づくりに関心がある企業と森林所有者とのマッチングに取

り組むとともに、J-クレジット制度に関する研修会を開催

○ 企業等と連携した森林づくりの推進

○ 脱炭素新技術の普及啓発

GX関連分野における先進事例や先端技術導入施設の視察

会・勉強会の実施

○ ゼロカーボン・カレッジの開催

TEAM「ゼロカーボンいぶり」を中心とした産学官連携による、

ゼロカーボンに関する高校向け教育プログラムの実施

ゼロカーボン関心層の拡大に向けて、アイスホッケー教室に合

わせたトークイベント「ゼロカーボントーク」を実施するとともに、

TEAM｢ゼロカーボンいぶり｣として、ゼロカーボン啓発ブースを

出展するなど普及啓発を実施

■ 企業等と連携した森林づくり

■ ゼロカーボンの普及啓発

■ レッドイーグルス北海道との連携



いぶり五大遺産等地域資源魅力発信事業

Ｒ８予算額 3,406 千円 （Ｒ７予算額 3,099 千円）

２９

８

○ 縄文遺跡群世界遺産登録５周年記念イベント

北海道・北東北の縄文遺跡群が世界遺産登録５周年にあたること

から、５周年ノベルテｨグッズを作成するとともに、胆振管内の五大遺

産関連施設など周遊するピンバッジラリーを実施

小学生を対象とした見学ツアーを実施するとともに、児童館での体

験イベントの開催

○ 縄文遺跡見学ツアーや体験イベントの実施

○ ポータルサイトや各種イベントを活用したPR

五大遺産ポータルサイトによるイベントなどの情報発信を行うととも

に、道内外でのイベントにてPRを実施

○ アイヌ文化体験機会の拡大

アイヌ文化振興に寄与する製品のPRや各種イベントにおけるアイヌ

文化体験ブースの出展

■ 縄文遺跡

■ 五大遺産パンフレットを活用したPR

※JOMON ARCHIVES（伊達市教育委員会撮影）



いぶり暮らし・交流促進事業

Ｒ８予算額 1,720 千円 （Ｒ７予算額 1,765 千円）

２10

９

■ 移住フェア（東京）

○ 移住フェアへの出展やオンライン移住セミナーの開催

移住・定住の促進や交流人口の拡大をはじめ、地域への人材

確保を図るため、首都圏等で開催されている移住フェアへの出

展やオンラインセミナーを開催

○ 地域おこし協力隊の連携促進

地域おこし協力隊のネットワーク構築や起業・定着に繋げる

ための協働イベント等を実施
寄附金357千円を充当

大地コンサルタント株式会社
からの寄附金を活用

各振興局が実施する地域人材（地域おこし協力隊等）育成

の取組に対して寄附いただきました。（全道で5,000千円）胆

振総合振興局では、地域おこし協力隊関連の事業に活用いた

します。

○ 地域公共交通のDX化の推進

管内の動きを実務者間で共有し、横展開を促進



２

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震対策事業

Ｒ８予算額 285 千円

10

○ 庁舎移転訓練等を通じた防災力の向上

大規模地震・津波発生時の庁舎移転訓練を実施するとともに、

来庁者･職員の安全確保に必要な物品の整備などを実施

■ 庁舎移転訓練

11


